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1 はじめに
本稿ではイメージセンサを用いた車車間可視光通信に

ついて検討する．可視光通信においては見通し外の通信
は通常では不可能である．そこで本稿では，反射型道路
附属物を用いた見通し外車車間可視光通信を提案する．
反射型道路附属物の反射光をイメージセンサで受信する
ことで見通し外にある車両同士で通信を行う．本稿では
提案手法の実験を行い，通信の可能性を検討する．
2 想定環境
本研究の想定環境を図 1に示す．見通し外にある車両

A,Bが相互通信を行うことを想定し,送信機として車載
LEDランプ,受信機として車最高速度カメラ (イメージ
センサ),反射型道路附属物として再帰性反射板を用いる．
　例として車両 Aの車載 LEDランプが光信号を再帰性
反射板に送信する場合を想定する．車両 Bは再帰性反射
板によって反射された車両Aの反射光を，高速度カメラ
で撮影し受信する．車両 Bから車両 Aへの通信も同様
の方法により行うことができる．しかし，相互通信を行
うことで，受信側の車載 LEDランプによる信号が干渉
として受信画像に影響を与える．
　また，受信側では送信機を再帰性反射板とした路車間
可視光通信とみなし，送信機の捕捉，追従として既存の
受信手法 [1]を利用する．
3 復号方法
変調方式に OOK を用いる場合，再帰性反射により，

高輝度の干渉信号と低輝度の送信信号が受信側へ反射さ
れる．よって受信信号は高振幅の OOK信号と低振幅の
OOK信号の足し合わせである 4値のASK信号とみなす
ことができる．4値の受信信号と送信ビットの対応を次
の式 (1)に示す．

AR(t) =


0 for　 0

AT for　 1

I for　 0

AT + I for　 1

(1)

ここで AR(t)は受信信号，AT は送信信号，Iは干渉信号
であり，送信機-反射板間距離が遠く，干渉源-反射板間
距離が近い場合，AT < Iとなる．よって 4値の受信信号
の大小は 0 < AT < I < AT + I となり，受信信号の時間
正規化 [1]，閾値判定を行うことで復号が可能である．
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図 1 想定環境
表 1 実験諸元

変調方式 OOK
送信 LED点灯パターン ランダム

LED点灯周波数 500 Hz
送信データ数 300 bit
撮影速度 1000 fps

レンズの絞り 1.6
送信機-反射板間距離 5 m (固定)

受信機および干渉源-反射板間距離 5-10 m (1mおき)

4 実験
背景光のない暗室で，静止環境においてBER測定実験

を行った．送信機および干渉源としてレクサスCTのLED
フォグランプ，受信機として Photron 社製 IDP-Express
R2000 の高速度カメラ，反射型道路附属物として JG1-
059波状反射板テープを用いた．実験諸元を表 1に示す．
簡単のため干渉信号は点灯と消灯を繰り返し送信する．
　結果として5mから10mのすべてで送信ビット数300bit
において，誤りが発生したのは 0bitであり，ビット誤り
は観測されなかった．よって，反射型道路附属物を用い
ることで見通し外での車車間可視光通信が可能であると
考えられる．
5 むすび
本稿では反射型道路附属物を用いた見通し外車車間可

視光通信を提案した．実験により，反射型道路附属物を
用いることで見通し外において車車間可視光通信が可能
であることが確認された．
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